
新型コロナウイルス関連の給付金・
助成金情報等、経営に役立つ様々な
情報をタイムリーに発信しています。

静岡商工会議所LINE〈公式〉

御
穂
神
社

～

神
の
道

静岡商工会議所
2022年度事業報告・収支決算報告

港湾・交通運輸部会特集
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※「Sing」は、静岡のS、現在進行形ingを組み合わせ、商工会議所が前進し、
　明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。
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港湾・交通運輸部会特集

物流2024年問題
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21 金
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【注】上掲の事業は、諸事情により変更となる場合があります。
※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

・安倍の市（静岡浅間通り商店街）
・清水エスパルスｖｓＶ・ファーレン長崎（アイスタ）

・静岡商工会議所ビジネススクール⑧
　コミュニケーション力アップセミナー（静）

・県信用保証協会経営相談会（静）　・・創業相談会（清）
・デザイン相談会（静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター）

・ＩＴなんでも相談窓口（静）

・ＩＴなんでも相談窓口（静）　・・七日市（入江商店会）
・聖一国師顕彰会「水汲みの儀・清い水の水撒き」（葵区栃沢・静岡市役所前）

・動画コンテスト2023募集開始（～8/25）　
・ＩＴなんでも相談窓口（静）　・・許認可・著作権相談会（静）　

・静岡商工会議所ビジネススクール⑨
　管理職のためのマネジメント力養成講座（静）
・一日公庫融資相談会（静）　・・事業承継相談会（静）

・マル経資金説明相談会（静・清）　・・WEB活用・情報化相談会（静・清）　
・ＩＴなんでも相談窓口（静）

・オンライン法律相談会（静）

・第50回福祉住環境コーディネーター検定試験
　（～8/3 ネット試験施行期間）
・第34回環境社会〈eco〉検定試験（～8/3 ネット試験施行期間）
・税務相談会（静）　・・ＩＴなんでも相談窓口（静）
・聖一国師顕彰会「博多祇園山笠視察」（～16日 福岡市、他）

・七間町青空市＆おやこひろば（七間町名店街）

・清水エスパルスｖｓジェフユナイテッド千葉（国立競技場）

・税務相談会（清）

・インボイス制度対策セミナー（静）
・ピッタリのモノに出会えるＩＴツール展示会（静）
・マル経資金説明相談会（静・清）　・・司法書士相談会（静）
・ＩＴなんでも相談窓口（静）
・デザイン相談会（静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター）
・特許相談会（清）　・・WEB活用・情報化相談会（清）

・公庫融資相談会（静）

・〈女性会〉一般公開セミナー（静）
・〈製造業部会ほか共催〉ものづくり講演会（清）　
・労務相談会（静）　・・ＩＴなんでも相談窓口（静）　

・海のみらい静岡友の会
　「佐久市民向け清水港・海洋体験ツアー」（～23日）
・海のみらい静岡友の会
　「会員向け東海大学海洋科学博物館裏側ツアー、海洋体験」
・静岡市歴史博物館 企画展「東海の名刹 臨済寺」（～9/3）
・第70回安倍川花火大会（安倍川河川敷）　
・きたかいマルシェ（北街道商店街）

・発明・特許相談会（静）　・・法律相談会（清）

・マル経資金説明相談会（静・清）　・・ＩＴなんでも相談窓口（静）
・一日公庫融資相談会（清）　・・事業承継相談会（清）
・第38回日本平まつり（日本平ホテル野外庭園）

・静岡商工会議所 第146回常議員会（清）
・第145回産学官交流講演会（静岡英和学院大学）　
・オンライン法律相談会（静）

・税務相談会（静）　・・ＩＴなんでも相談窓口（静）

・清水エスパルスｖｓファジアーノ岡山（アイスタ）

・第164回日商簿記検定試験１級合格発表
・ＩＴなんでも相談窓口（静）　

・ＩＴなんでも相談窓口（静）　
・高校生キャリア形成支援授業（科学技術高校）

02

12 会議所トピックス
静岡商工会議所２０２３年度部会事業計画のご案内
鹿児島商工会議所からのお知らせ

08 静岡商工会議所
２０２２年度事業報告・収支決算報告

15 しずおか味な店
ＧＲＩＬＬ くらもと

13 わが社自慢の商品・サービス紹介コーナー

16 今月のコラム

14 東京からこんにちは
本物の南イタリア料理を東京で
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セミナー・イベント カレンダー7 月

今月の表紙 御穂神社～神の道

羽衣伝説の羽衣の切

れ端が所蔵されると

伝わる御穂神社。源

氏、今川氏、武田氏、

豊臣氏、徳川氏とい

う名だたる武将たちから崇敬を受け、家康公から朱印地として

106石が与えられ社殿群を造営寄進されますが、寛文8年に焼

亡して、江戸時代中期に建てられた本殿が現在に伝わり静岡市

指定文化財に指定されています。

羽衣の松からこの御穂神社社頭まで続く約500ｍの松並木は、

羽衣の松を依代として降臨した神が御穂神社に至る道として

「神の道」と呼ばれます。樹齢200年～400年ともいわれる立派

な松の並木は、生命力と神秘的な空気を感じるパワースポット

です。

静岡市大河ドラマ『どうする家康』
活用推進協議会について
静岡市大河ドラマ『どうする家康』活用推進協議会は、本年１月から
放送された同番組を起爆剤に全国から静岡市へ観光客を呼び込み、

地域経済の活性化を図ることを目的として2021年12月24日に官民連携で設立されま
した。本誌表紙に掲載されているオリジナルロゴマークは、徳川家康公が好んだものと
言われている「一富士、二鷹、三茄子」と葵の御紋を組み合わせた縁起の良いデザイン
で、地元事業者の土産物等の販促につなげるため、申請をすれば無料で使用（許可届
出制）することができます。

徳川家康公ゆかりの観光スポット

悠久の時をこえて、
三保を見守る

み　　ほ

11 歴史マンガ
徳川家康しずおか物語④

静岡市内に点在する、ぜひおさえておきたい徳川家康公とゆかりの
ある観光スポットを紹介いたします。

※写真は、静岡市三保松原文化創造センター「みほしるべ」
三保松原の玄関口の施設として、名勝及び世界文化遺産「富士山－信仰
の対象と芸術の源泉」の構成資産としての価値や魅力、松原保全の大切
さをわかりやすくガイダンスし、後世に継承する役割を担っています。

・ＩＴなんでも相談窓口（静）
・第69回清水七夕まつり（～9日 清水駅前銀座商店街・清水銀座商店街・
　清水駅江尻口よってこ商店街・中央銀座商店街）　　
・高校生キャリア形成支援授業（駿河総合高校）
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『
物
流
２
０
２
４
年
問
題
』と
は
、働
き
方

改
革
に
お
い
て
、自
動
車
運
転
の
業
務
の

時
間
外
労
働
時
間
が
年
９
６
０
時
間（
月

８０
時
間
）に
上
限
規
制
さ
れ
る
こ
と
で

発
生
す
る
問
題
の
こ
と
で
す
。

　
「
働
き
方
改
革
」は
、働
く
人
々
が
個
々
の

事
情
に
応
じ
た
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方

を
、自
分
で
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
改
革
で
す
。日
本
が
直
面
す
る「
少
子
高

齢
化
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
」、

「
働
く
方
々
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
」な
ど
の

課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、投
資
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
生
産
性
向
上
と
と
も

に
、就
業
機
会
の
拡
大
や
意
欲・能
力
を
存
分

に
発
揮
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
必

要
で
す
。働
く
人
の
置
か
れ
た
個
々
の
事
情

に
応
じ
、多
様
な
働
き
方
を
選
択
で
き
る

社
会
を
実
現
す
る
こ
と
で
、成
長
と
分
配
の

好
循
環
を
構
築
し
、働
く
人
一人
ひ
と
り
が

よ
り
良
い
将
来
の
展
望
を
持
て
る
よ
う
に

す
る
た
め
、２
０
１
８
年
６
月
に
働
き
方

改
革
関
連
法
が
成
立
し
、２
０
１
９
年
４
月

か
ら
労
働
関
係
法
令
が
段
階
的
に
施
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
労
働

環
境
が
異
な
る
た
め
、規
制
の
導
入
が
猶
予

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、来
年
４
月
か
ら
残
業

規
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

港湾・交通運輸部会特集港湾・交通運輸部会特集

２
０
２
４
年
問
題
の
概
要

改
善
基
準
告
示
と
は
？

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

　
「
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時
間
等
の
改

善
の
た
め
の
基
準
」（
改
善
基
準
告
示
）は
、

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
等
の

労
働
条
件
の
向
上
を
図
る
た
め
、労
働
基

準
法
で
は
規
制
が
難
し
い
拘
束
時
間（
労
働

時
間
＋
休
憩
時
間
）や
休
息
期
間（
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
）、運
転
時
間
等
の
基
準
を

定
め
た
も
の（
厚
生
労
働
大
臣
告
示
）で
す
。

　

２
０
２
２
年
１
２
月
に
改
正
さ
れ
、２
０

２
４
年
４
月
か
ら
新
し
い
告
示
が
適
用
と

な
り
、遵
守
で
き
な
い
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
は
行
政
処
分
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

物流2024年問題
静岡商工会議所港湾・交通運輸部会（部会長：山田英夫 ㈱天野回漕店代表取締役
社長／部会員 372社）は、鉄道業、道路旅客運送業、道路貨物運送業、水運業、航空
運送業、倉庫業、自動車小売業などを営む会員事業所で構成しています。
今回の部会特集では、「物流2024年問題」は運送事業者だけの問題ではないと
いうことを周知・啓発を図ることを目的にこの問題を取り上げました。
人口減少に伴う労働力不足に加え、トラックドライバーの時間外労働時間規制
（物流の2024年問題）、カーボンニュートラルへの対応、燃料高・物価高の影響を
踏まえ、運送事業者・荷主企業が取り組むべき役割を再考し、物流を持続可能な
ものとすることが必要です。
ご参考にしていただければ幸いです。

　

長
時
間
労
働
は
、健
康
の
確
保
を
困
難

に
す
る
と
と
も
に
、仕
事
と
家
庭
生
活
の
両

立
を
困
難
に
し
、少
子
化
の
原
因
、女
性

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
男
性
の
家
庭
参
加
を

阻
む
原
因
と
な
って
お
り
、長
時
間
労
働
を

是
正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
が
改
善
し
、女
性
や
高
齢
者
も

仕
事
に
就
き
や
す
く
な
り
、労
働
参
加
率

の
向
上
に
結
び
つ
き
ま
す
。こ
の
た
め
、働
き

方
改
革
の一環
と
し
て
労
働
基
準
法
が
改
正

さ
れ
、時
間
外
労
働
の
上
限
が
法
律
に
規
定

さ
れ
ま
し
た
。
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働
き
方
改
善
に
向
け
た

対
策
案

　

営
業
用
ト
ラ
ッ
ク（
緑
ナ
ン
バ
ー
）運
転
手

に
加
え
て
、自
家
用
ト
ラ
ッ
ク（
白
ナ
ン
バ
ー
）

運
転
者
も
改
善
基
準
告
示
の
対
象
と
な
り

ま
す
。労
働
者
に
該
当
し
な
い
個
人
事
業

主
は
直
接
、改
善
基
準
告
示
の
対
象
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、国
土
交
通
省
が
告
示
で

定
め
る
基
準
に
よ
り
実
質
的
に
改
善
基
準

告
示
の
遵
守
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

道
路
貨
物
運
送
業
は
、脳・心
臓
疾
患
に

よ
る
労
災
支
給
決
定
件
数
が
全
業
種
に
お

い
て
最
も
多
く
、ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長

時
間・過
重
労
働
が
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、働
き
方
改
革
関
連
法
の
国
会
附

帯
決
議
に
よ
り
、過
労
死
等
の
防
止
の
観
点

か
ら
改
善
基
準
告
示
の
改
正
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

働
き
方
改
革
や
時
間
外
労
働
時
間
の
上

限
規
制
は
、労
働
者
に
と
っ
て
望
ま
し
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、対
策
が
な
け
れ
ば
今

ま
で
通
り
の
業
務
を
行
う
こ
と
は
難
し
く
、

業
務
量
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

①
Ｉ
Ｔ
の
活
用

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

現
場
の
車
両
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
状
況
を
管
理

（出典：厚生労働省ＨＰ）

（出典：（公社）全日本トラック協会・国土交通省・厚生労働省）

※1 企業規模の定義は「中小企業基本法」の基準による。※2 大企業はすでに実施済み。※3 労働者派遣法の改正時期は大企業と同様。

者
が
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る「
動
態
管
理

シ
ス
テ
ム
」は
現
状
を
見
え
る
化
で
き
、状
況

を
把
握
し
て
改
善
点
の
洗
い
出
し
、改
善
策

の
実
行
を
す
る
こ
と
で
、コ
ス
ト
削
減
や
効

率
化
が
実
現
で
き
ま
す
。

②
パ
レ
ッ
ト（
輸
送
用
機
器
）の
活
用

　
パ
レッ
ト
と
は
、複
数
の
段
ボ
ー
ル
な
ど
の

荷
物
を
ま
と
め
て
積
み
込
め
る
荷
役
台
の

こ
と
で
す
。手
荷
役
に
よ
る
積
卸
作
業
が

無
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、集
荷
と
荷
下
ろ
し

の
負
担
を
大
幅
に
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

働き方改革関連法
施行スケジュール

①時間外労働の上限規制

②「勤務間インターバル制度」の導入促進
③年次有給休暇の確実な取得
④労働時間状況の客観的な把握
⑤「フレックスタイム制」の拡充
⑥「高度プロフェッショナル制度」の導入

⑦月60時間超残業に対す
　る割増賃金率引き上げ

⑧雇用形態に関わらない
　公正な待遇の確保

大企業※1

中小企業※1

中小企業

大企業

中小企業

大企業

2019年
4月1日

2020年
4月1日

2021年
4月1日

施行日
2023年
4月1日

2024年
4月1日

自動車運転業務
建設事業
医師

※2

※3

緑ナンバー 白ナンバー 個人事業主

（出典：（公社）全日本トラック協会・国土交通省・厚生労働省）

主な項目 主な内容

1年、
1か月の
拘束時間

1日の
拘束時間

1日の
休息期間

連続運転
時間

1年 3,300時間以内

運転時間 2日平均1日:9時間以内 2週平均1週:44時間以内

13時間以内（上限15時間、14時間超は週2回までが目安）

継続11時間以上与えるよう努めることを基本とし、
9時間を下回らない

4時間以内
運転の中断時には、原則として休憩を与える
（1回おおむね連続10分以上、合計30分以上）
10分未満の運転の中断は、3回以上連続しない。

1か月 284時間以内

【例外】労使協定により、次のとおり延長可
（①②を満たす必要あり）

【例外】宿泊を伴う長距離貨物運送の場合、継続8時間以上（週2回まで）
休息期間のいずれかが9時間を下回る場合は、運行終了後に継続12時間
以上の休息期間を与える

【例外】SA、PA等に駐停車できないことにより、やむを得ず4時間を超える場合、
4時間30分まで延長可

【例外】宿泊を伴う長距離貨物運送の場合、16時間まで延長可（週2回まで）

1年:3,400時間以内
1か月：310時間以内（年6か月まで）
  ①284時間超は連続3か月まで
  ②1か月の時間外・休日労働時間数が
100時間未満となるよう努める

改
善
基
準
告
示
の
対
象
は
？

改
善
基
準
告
示
改
正
の
背
景

新しい改善基準告示の主な内容

港湾・交通運輸部会特集会特集 物流2024年問題



Sing 2023 JULY 4

④
中
継
輸
送

　

中
継
輸
送
は
、ト
ラ
ッ
ク
の
長
距
離
運
行

を
複
数
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
分
担
す
る
輸
送

形
態
で
あ
り
、日
帰
り
勤
務
を
可
能
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、労
務
負
担
の
軽
減
や
人
手

不
足
の
緩
和
に
資
す
る
方
法
の
ひ
と
つ
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は「
中
継
輸
送
の
実
施

に
あ
た
っ
て（
実
施
の
手
引
き
）」を
公
開

し
て
い
ま
す
。

https://w
w
w
.m
lit.go.jp/com

m
on/

001178753.pdf

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
支
え
る
物
流
に

お
い
て
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
齢
化
等
に
よ
る

人
手
不
足
や
多
頻
度
、小
口
配
送
の
増
加

等
に
よ
る
積
載
率
の
低
下
、荷
待
ち
時
間
や

手
荷
役
な
ど
に
よ
る
長
時
間
労
働
等
が
課

題
と
なって
お
り
、配
送
費
高
騰
の
要
因
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
状
況
は
、荷
主

企
業
に
と
っ
て
も
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
解
決
し
て
い
く
こ
と

が
急
務
で
あ
り
、中
長
期
的
に
は
生
産
性

向
上
の
観
点
か
ら
標
準
化
が
望
ま
れ
ま
す
。

物
流
は
、社
会
の
安
定
維
持
に
欠
か
せ
な

※

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
：〔
ロ
ー
ル
オ
ン（
Ｒｏ
ｌ
ｌ
Ｏｎ
）、

ロ
ー
ル
オ
フ（
Ｒｏ
ｌ
ｌ
Ｏ
ｆ
ｆ
）﹈の
略
で
、ト
レ

ー
ラ
ー
や
ト
ラ
ッ
ク
が
そ
の
ま
ま
船
内
外
へ
自
走

で
き
る「
貨
物
専
用
フ
ェ
リ
ー
」の
こ
と
を
言
い

ま
す
。

※

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
：
幹
線
貨
物
輸
送
を

ト
ラ
ッ
ク
か
ら
鉄
道
ま
た
は
海
運
へ
転
換

し
、よ
り
省
力
的・省
エ
ネ・低
公
害
の
貨
物

輸
送
を
実
現
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、中
継
輸
送
を
行
う
た

め
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
検
討

し
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
運
送
事
業

者
の
方
も
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、全
国
か
ら
中
継
輸
送
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
事
例
を
収
集
し
、そ
の
成

功
の
秘
訣
が
整
理
さ
れ
た「
中
継
輸
送
の

取
組
事
例
集
」も
公
開
し
て
い
ま
す
。

https://w
w
w
.m
lit.go.jp/jidosha/

content/001479246.pdf

　

中
継
輸
送
に
こ
れ
か
ら
取
り
組
ま
れ

よ
う
と
す
る
事
業
者
の
方
だ
け
で
な
く
、

既
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
事
業
者
の
方
に

も
参
考
と
な
る
内
容
と
なって
い
ま
す
。

荷
主
企
業
と
の
連
携
協
力・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
の
促
進

③
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

　

荷
物
の
多
い
長
距
離
輸
送
の
場
合

に
は
、鉄
道
や
船
な
ど
の
他
の
輸
送
手

段
を
併
用
す
る「
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
」に

よ
り
、輸
送
時
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘
束

時
間
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

清
水
港
に
お
い
て
も
、大
分
港
と
Ｒ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
航
路
が
始
ま
っ
た
の
が
２
０

１
８
年
。以
来
、高
ま
る
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
、清
水
港
と
全
国
各
地
を
定
期
航

路
で
結
ん
で
い
ま
す
。

（出典：静岡県清水港管理局）

全国を結ぶRORO船航路
■大分港、苫小牧港と名古屋港間及び
　釧路港と大阪港間の3定期航路
■清水港⇔大分港は、20時間の週5便

■モーダルシフトによりドライバー不足解消
　（長距離トラック輸送から海上輸送への転換）

最新のRORO船
航路情報はこちらから

清水-大分航路（週5便）
苫小牧-清水-名古屋航路（週1便）
釧路-清水-大阪航路（週1便）

大分港
大阪港
名古屋港

仙台港

苫小牧港
釧路港

東京港
清水港

貨物を船や港に
預け、ドライバー
は業務終了

海上は無人で
輸送

受け取り側の
ドライバーが
各地へ配送
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（出典：（公社）全日本トラック協会・国土交通省・厚生労働省）

い
公
共
性
の
高
い
産
業
分
野
で
あ
り
、事
業

継
続
に
向
け
て
業
界
が
抱
え
る
諸
問
題
の

解
決
に
つい
て
は
、物
流
業
界
の
み
な
ら
ず
荷

主
側
に
も
十
分
な
理
解
を
促
し
、共
に
改
善

を
図
って
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」は
、取

引
先
と
の
共
存
共
栄
関
係
の
強
化
を
経
営

者
自
ら
宣
言
す
る
も
の
で
あ
り
、サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
付
加
価
値
向
上
は
も
と

よ
り
、既
存
の
取
引
関
係
や
企
業
規
模
等

を
超
え
た
連
携
、取
引
先
と
の
共
存
共
栄
の

構
築
、取
引
慣
行
や
商
慣
行
の
是
正
等
、流

通・サ
ー
ビ
ス
業
に
お
け
る
恒
常
的
課
題
の

克
服
に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

　

商
工
会
議
所
で
は
、日
本
商
工
会
議
所
ウ

エ
ブ
サ
イ
ト
内
に「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
」に
関
す
る
専
用
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
や
会
報
誌
等
を
通

じ
て
、メ
リ
ッ
ト
や
効
果
を
分
か
り
や
す
く

紹
介
し
、各
地
商
工
会
議
所
会
員
企
業
等

に
お
け
る
宣
言
策
定
に
向
け
た
情
報
発
信

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

当
会
議
所
と
い
た
し
ま
し
て
も
、引
き
続

き
中
小
企
業
庁
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
官

庁
や
全
国
の
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、さ
ら

な
る
周
知・啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ドライバーの労働時間削減にご協力ください！
このようなことはありませんか？

このような対策をトラック運送事業者と協議して取り組む必要があります！

恒常的に
長い荷待ち時間

無理な
到着時間の設定

手荷役による
積卸作業

非効率な
集荷、配送

予約システムの導入
納品日時の分散

高速道路利用促進
リードタイム延長

フェリーの活用
パレット化

中継輸送の導入
積卸場所の集約

中継拠点でドライバーが
車を乗り替えて交替する

パターンA

ドライバー交替方式

中継拠点でトレーラーの
ヘッド交換をする

パターンB

トレーラー・トラクター方式

中継拠点で
貨物を積み替える

パターンC

貨物積み替え方式

（出典：国土交通省）

●現在実施中と回答したのは全体の16％とまだまだ道半ば。
●一方で、「中継輸送に興味はある」との回答を含め、全体の半数以上が中継輸送に前向きという結果も。

中継輸送の実施状況
（択一式） 半数以上（57％）が

中継輸送に
前向きという結果に！

調査対象 ： トラック事業者
調査期間 ： 2021.9.1～2021.10.18

中継輸送はどのくらい普及しているのでしょうか？

中継輸送によりドライバーの労働時間が削減できます！

現在、中継輸送をしている
（53社）

やったことはないが、
今後やる予定がある
（19社）

興味はあるものの、
これまで実施
できていない

（120社）

過去やっていたが、
今はしていない
（25社）

中継輸送は実施
しない方向である

（122社）

ドライバーが交替する

貨物を積み替え

ヘッドを交換する

パートナーシップ構築宣言とは？
あらゆる規模・業種の企業や個人事業主に宣言いただけます

パートナーシップ構築宣言は2020年6月に創設されました。

大企業と中小企業が

共に成長
するために！

取引先との

持続可能な関係
を築くために！

詳しくは
Webへ

中
継
輸
送
の
主
な
パ
タ
ー
ン

港湾・交通運輸部会特集会特集 物流2024年問題

変　更

翌日着

翌々日着

までに！

時間に
間に合わ
ないよ
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株式会社DRマネジメント
第 一 倉 庫 株 式 会 社
第一物流サービス株式会社
駿 河 湾 拓 殖 株 式 会 社

静岡市清水区辻一丁目14番22号
TEL（054）367-1311
http://dai1w.co.jp

DAIICHI

東海・関東・北陸を結ぶネットワーク

鈴与自動車運送
お客様のニーズに合わせた、環境と安全に配慮した運送を行っています。

〒424-0206　静岡県静岡市清水区興津清見寺町1375-51　TEL054-369-3131　FAX054-369-3437

代表取締役社長　森下 一哉

顧客の信頼にこたえる物流サービス

本社 〒424-8760 静岡市清水区入船町14番12号 
電話054-353-2111（大代表） FAX054-353-6630

https://aoki-trans.com/

総合物流のトータルコーディネーター

本社 〒422-8061 静岡市駿河区森下町1-35 静岡MYタワー3階
TEL 054-288-2741　FAX 054-288-2780
http://www.seiwa-kaiun.co.jp/

宮崎 總一郎
代表取締役会長

宮崎 祐一
代表取締役社長

代表取締役社長

〒424-0823 静岡市清水区島崎町149番地の4
TEL (054)353-6306　FAX (054)353-6300

http://www.shinko-koun.com

小長谷 修誠 清水倉庫株式会社

清水港をベースに、静岡県内をはじめ、
日本全国へ、世界へ、物流のあらゆる
ニーズにお応えします。

〒424-8722 静岡市清水区尾羽471-1
TEL（054）371-5520　FAX（054）371-5531

http://www.shimizusok.co.jp

杉山 克幸
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お問い合わせは
静岡県中小企業活性化協議会
〒420-0851  静岡市葵区黒金町20-8 静岡商工会議所会館3階

静岡県中小企業活性化協議会を
ご利用ください
経営面の課題を抱える中小企業の皆様に伴走し、金融機関
等と協力しながら実践的、効果的な支援を実行します。
地域に根ざした公的支援機関にお気軽にご相談ください。

１次対応
窓口相談

財務、収益性、借入の増加など様々な課題を抱えているが、
将来性の見通しと事業の再生意欲がある中小企業者

２次対応
状況、ご希望により、
課題解決に向けた、きめ細やかな支援をします。

ご相談

経験豊富なスタッフがお話を伺い、経営上の問題点や具体的な課題を抽出します。
他の中小企業支援機関との連携も検討しながら的確なアドバイスをします。

必要に応じ２次対応へ

収益力改善支援

3年間の収益力改善アクションプランや簡易な収支・
資金繰り計画の作成を支援します。
リスケジュール等の金融支援が伴う場合、1年間の
収益力改善計画を作成します。

再チャレンジ支援

収益力改善や事業再生が困難な中小企業、保証
債務に悩む経営者等を支援します。
企業の債務整理により保証債務の整理が必要に
なった場合、経営者保証ガイドライン（単独型）に
基づき経営者や保証人の保証債務の整理を支援
します。

事業再生支援

公認会計士、中小企業診断士等の個別支援チームに
より、事業面、財務面の再生計画を策定し、3年間の
フォローアップも行います。
＊策定費用の一部を協議会が負担。

経営改善計画策定支援

国が認定した専門家が資金計画やビジネスモデル
俯瞰図、アクションプランなどを策定します。
＊策定費用の一部を協議会が負担。
• 経営改善計画策定支援事業(405）
• 早期経営改善計画策定支援事業(ポスコロ）
•「中小企業の事業再生等に関するガイドライン」活用に
対する支援

経営の透明性確保、法人個人の分離、財政基盤の強化など、ガバナンス体制の整備支援も合わせて行います。

相談無料 秘密厳守
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Ⅳ

都市基盤の整備促進

情報発信の強化

新型コロナウイルス感染防止対策を施しながら、新年賀詞交歓会や会員交流
ゴルフ大会を開催した。また、サイバーリスクやカスタマーハラスメント等時宜に応
じたテーマで会員サロンを開催するなど、会員の事業参加を促進した。

会員の事業参加・利用の促進

　オンラインを活用した業務別研修等の受講により、職員の資質向上を図った。
　また、引き続き、中小企業診断士など国家資格やＩＴコーディネータ、ＩＴパスポート
の取得を奨励した。

事務局職員の資質向上

ＬＩＮＥを活用した情報提供 登録者数（累計） 3,944人／投稿回数64回

当会議所会員 入会者数774件／退会者数783件
年度末会員数（累計）13,053件

項　目 実　績

記者懇談会による情報提供 新年賀詞交歓会（2023.1.5）

田辺前静岡市長から行政施策要望に対する
回答書を受け取る岸田会頭
（2023.3.13）

中部横断自動車道経済懇談会総会
（2022.9.8／長野県上田市）

南極＆北極がやってきた清水海洋展
（2022.9.17～18）※写真は砕氷船「しらせ」

ＪＡＭＳＴＥＣ創立50周年記念特別講演会
（2023.3.24）

会津若松商議所との経済・教育分野における
交流拡大のための協定締結（2022.7.25）

2022年度 収支決算報告

支出の部 企業づくり

人づくり

管理費

繰出金

繰越金

収入の部

会費収入

事業収入

交付金

雑収入

繰越金一般会計

会館運営特別会計

労働保険料特別会計

退職給与積立金特別会計

法定台帳関係費特別会計

総合計

決
算
規
模

小規模事業経営支援事業費
特別会計

特定退職金共済制度
特別会計

地域の資源や特性を活かした魅力あるまちづくり
地域づくりⅢ

地域・会員への情報発信と組織・財政基盤の強化
基盤づくりⅣ

　静岡地区では、「静岡市歴史博物館」の開館や大河ドラマ「どうする
家康」の放送を契機とした観光誘客、市内全域への周遊や観光消費
を促進する各種事業に取り組んだ他、引き続き今川義元公や聖一国
師の顕彰事業を推進した。また、清水地区では、「海洋・地球に関する総
合ミュージアム」の早期整備に向けて、海のみらい静岡友の会事業によ
り海洋文化への愛着や誇りの醸成を図った。

　先行きの不透明感が高まる地域企業に必要な情報をいち早く届け
るため、情報発信の強化を図り、地域企業の当会議所利用を促進した。
併せて、会員増強運動を行った結果、13,000会員を堅持することがで
きた。また、11月には第７期議員の改選を行うとともに、「企業づくり」
「人づくり」「地域づくり」「基盤づくり」の４つのテーマを継承し、「デジ
タル」と「グリーン」を横断的な重要施策として推進する第５次中期行
動計画を策定した。

　国・県・市に対して、防潮堤や地籍調査、基幹道路等都市基盤の整備促進に関
する行政施策要望を行った。

賑わいあるまちづくりの推進

　静岡市歴史博物館の開館や大河ドラマ「どうする家康」の放送開始を契機として、
静岡市をはじめとする11団体で結成した「どうする家康」活用推進協議会により、
観光誘客、市内全域への周遊や観光消費を促進するため各種事業を実施した。
また、徳川家康公や今川義元公、聖一国師の顕彰事業を引き続き実施した。

　静岡・清水中心市街地の賑わいを創出する事業を展開したほか、伝統文化の継
承・振興に努めた。

歴史文化のまちづくり推進

「海洋・地球に関する総合ミュージアム」事業の早期整備に向けて、海のみらい
静岡友の会事業を実施するとともに、海洋研究開発機構（ＪＡＭＳＴＥＣ）や東海
大学との連携を強め、海洋に関する事業を通じて、海洋文化を担う人材の育成と
市民の意識醸成を図った。

海洋文化都市づくりの推進

地域づくり
基盤づくり

【役職員資格取得者数累計】
中小企業診断士５名、社会保険労務士２名、ＩＴコーディネータ３名、
ＩＴパスポート18名

第31回駿府秋のわくわく祭
（2022.9.23～10.10）

チーム家康公プロジェクト

中部横断自動車道でつながる三県交流フェア
（2022.9.23～10.10）
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　国・県・市の支援策が中小企業の新しい取組みへの支援に軸足が移
行する中、各種支援策を活用した経営力向上や事業再構築を実現する
ための相談に対応した。また、デジタル化による生産性向上や円滑な事
業承継について、行政等と連携して重点的に支援した他、９月に市内各
所で甚大な被害を及ぼした台風15号に関する緊急特別相談窓口や、
2023年10月から開始するインボイス制度特別相談窓口を設置する等、地
域企業の事業継続を支援した。

　産学官や農商工連携、地域資源の活用等により、新商品開発や先端技術活用
の支援を行った。新産業開発振興機構では、清水港でＮＴＴによる水中ドローンを
用いた実用化実験の支援を行う他、産学官連携による開発商品植物活性剤「サー
モザイム」の海外販路開拓を推進するなど、新事業・新産業の創出支援を行った。

　コロナ禍で生じた環境の変化により多様な働き方が進む中、行政や
民間求人事業者と連携し、副業・兼業人材と地域企業とのマッチング支
援を行い、多様な人材活用を推進するとともに、大学生や高校生の
キャリア形成事業、就職支援情報誌の発行等により、若者の地元就職、
ＵＩＪターン就職の促進を図った。また、各種検定試験や静岡商工会議
所ビジネススクール等を実施し、地域人材のスキルアップを支援した。

ワンストップ相談体制の充実強化
項　目 実　績

専門家相談〈法律、税務、経営一般、労働、情報化等〉 相談件数

事業環境の変化に伴う相談窓口

289件

相談件数 256件

事業復活支援金（国）の事前確認 確認件数 158件

創業支援 支援者数 71者
創業相談者のフォローアップ フォローアップ件数 72件

マル経資金
（小規模事業者経営改善資金融資制度）

決定件数
決定金額

48件
３億1,440万円

創業者の発掘・育成

新事業活動の推進

地域の人材育成

強いものづくりの推進

　地域企業の生産性向上を推進するため、「ＩＴなんでも相談窓口」を設置し、特に
ＩＴ導入が遅れている小規模事業者への導入・活用支援を行った。併せて、静岡県・
市に対して行政施策要望を行うなど、地域全体のデジタル化推進を図った。
　また、引き続き現場改善支援事業により、生産性向上や業務効率化を支援した。

生産性向上の推進

事業継続力の強化

コロナ禍で休廃業・解散件数が高水準で推移する中、第三者承継（Ｍ＆Ａ）や
従業員・親族内承継の相談にワンストップで対応するため、静岡県事業承継・引継
ぎ支援センターをはじめ、静岡県、商工団体、金融機関等との連携のもと、県内全域
で事業承継の促進に努めた。

事業承継の促進

項　目 実　績

ＢＣＰ策定支援 相談件数 196件
台風15号の影響に係る緊急特別相談窓口 相談件数  43件
ビジネス総合保険・業務災害補償プラン 加入件数（累計）  2,302件
生命共済・特定退職金共済 加入件数（累計） 2,071件

項　目 実　績

ＩＴ利活用に関する支援 相談件数 636件
項　目 実　績

地域企業と若者の交流・発見の場の提供

動画広告戦略セミナー（2022.6.13,20） 台風15号の影響に係る緊急特別相談窓口
の設置（2022.9.27～）

地域企業の持続的発展を目指す伴走型支援の強化
企業づくりⅠ

多様な人材の活用と地域の人材育成
人づくりⅡ

Ｗｅｂ解析システムを
活用した販路開拓支援 支援社数 27社

動画コンテスト2022
応募企業 36社38作品

売れる商品づくりと販路の開拓・拡大
項　目 実　績

◇企業ＰＲ部門　最優秀賞１社、優秀賞１社
◇商品・サービス部門　最優秀賞１社、優秀賞１社
◇特別賞１社

就職支援情報誌
「静岡で働こう。」の発行

参画同窓会数
協賛企業数

26校
148社

キャリア形成支援（授業等）の実施 支援校数 23校

項　目 実　績

（大学３校、高校14校、その他６校）

多様な人材の確保・活用による経営支援

副業・兼業人材と中小企業とのマッチング マッチング数 10社11名
項　目 実　績

各種検定試験　 受験者数 6,921名
受講者数 417名（全23講座）静岡商工会議所ビジネススクール

項　目 実　績

就職支援情報誌
「静岡で働こう。」

高校生向けキャリア形成支援事業成果報告会
（2022.12.11）

　2022年度のわが国経済は、長期化するコロナ禍での行動制限が徐々に緩和され、ウィズコロナへと方針が転換された一方で、
ロシアによるウクライナ侵攻や外国為替市場での円安進行等により、原材料・資源エネルギー価格が高騰し国内企業物価指数が
前年度比で過去最大の伸び率となりました。加えて、経済活動の本格化に伴い構造的な課題である人手不足が再燃化し、防衛的
な賃上げを余儀なくされる等、地域企業は厳しい経営環境に置かれました。
　こうした状況下において当会議所は、引き続き地域企業の事業継続と新たな挑戦への支援に注力するとともに、第４次中期行
動計画の最終年度として「企業づくり」「人づくり」「地域づくり」「基盤づくり」の各施策に基づき、各種事業を展開しました。

項　目 実　績
経営革新計画作成支援　　　　　　　　　　　承認件数

持続化補助金〈一般型〉（国）

　39件

全４回　
申請件数 214件／採択件数 140件

事業再構築補助金〈一般枠、他〉（国）
全４回　
申請件数　26件／採択件数　 7件

全３回　
申請件数　86件／採択件数　76件小規模企業経営力向上事業費補助金（県）

※第９回分は採択未発表

（うちＩＴアドバイザー306件）
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弥生各ソフト無料体験教室 開催中
◆ 毎月ご訪問による税務監査、税務申告決算業務
◆ 弥生会計・販売・給与を活用した経理システム構築サポート
   （パソコンの選定から設置、基本設定等導入一式サポートします）
◆ 事業承継・経営改善サポート業務　　　　　　　　　など

実際にパソコン操作してのセミナーとなります。
導入をご検討中の方、ぜひご参加ください。

弥生会計 2023年7月3日（月）13：30～15：00
弥生給与 2023年7月3日（月）15：15～16：45 各回定員4名

〒421-1213  静岡市葵区山崎2-35-33  

らいちょう税理士法人 検 索

当事務所サービス

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482

7月19日㈬
TEL 054-355-5400

清水産業･情報プラザ

7月25日㈫
TEL 054-253-5113

商工会議所 静岡事務所

14：00～

13：30～
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鹿
児
島
の
夏
を
彩
る「
お
ぎ
お
ん
さ
ぁ（
祇
園
祭
）」

が
７
月
22
日（
土
）、23
日（
日
）の
２
日
間
、鹿
児
島

市
天
文
館
一
帯
で
開
催
さ
れ
ま
す
。昨
年
は
コ
ロ
ナ

の
感
染
が
収
ま
っ
て
お
ら
ず
、規
模
を
縮
小
し
て
の

開
催
で
し
た
が
、今
年
は
４
年
ぶ
り
に
神
輿
10
基
、

子
供
神
輿
、稚
児
花
篭
が
巡
幸
す
る
コ
ロ
ナ
禍
前
の

お
ぎ
お
ん
さ
ぁ
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

22
日（
土
）の「
宵
祭
」で
は
、桜
島
を
望
む
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
パ
ー
ク
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
ご
神

幸
行
列
の
紹
介
や
奄
美
大
島
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
城

南
海
の
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
大
に

行
う
と
共
に
、天
文
館
各
地
で
神
輿・傘
鉾
連
に
よ
る

お
も
て
な
し
ブ
ー
ス
の
設
置
や
子
供
向
け
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
本
祭
」の
ご
神
幸
行
列
で
は
、祇
園
傘・大
鉾
に

よ
る
妙
技
の
披
露
や
頭
に
桶
を
載
せ
た
十
二
戴
女
、

祇
園
官
女
と
祇
園
巫
女
が
乗
る
御
所
車
等
、総
勢
約

３
千
人
が
賑
々
し
く
街
を
練
り
歩
き
ま
す
。是
非
と
も

こ
の
機
会
に
、お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
鹿
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時・場
所

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央
駅
か
ら
鹿
児
島
市
電
利
用

「
高
見
馬
場
」電
停
か
ら
す
ぐ
。

※

７
月
23
日
は
、10
時
半
か
ら
16
時
ま
で
の
間
、

　

交
通
規
制
に
よ
り
市
電・バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト

が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

鹿
児
島
お
ぎ
お
ん
さ
ぁ
振
興
会
事
務
局

（
鹿
児
島
商
工
会
議
所
内
）

☎
０
９
９‐

２
２
５‐

９
５
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
】

■
ア
ク
セ
ス

※

各
時
間
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

７
月
23
日（
日
）12
時
〜
15
時

於
：
鹿
児
島
市
天
文
館
電
車
通
り
一
帯

本祭

７
月
22
日（
土
）13
時
〜
20
時

於
：
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
パ
ー
ク
、

　
　

セ
ン
テ
ラ
ス
ス
ク
エ
ア
他

宵祭

鹿児島商工会議所からの鹿児島商工会議所からの鹿児島商工会議所からの
お知らせお知らせお知らせ

会 議 所 T O P I C S

２
０
２
3
年
度
部
会
事
業
計
画
の
ご
案
内

静
岡
商
工
会
議
所

※
各
事
業
の
実
施
日
時・申
込
方
法
な
ど
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、当
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス

情

報

文

化

港
湾
・
交
通
運
輸

卸

商

業

建

設

主
な
実
施
予
定
事
業

部

会

名

観

光
・
飲

食

製

造

業

専
門
サ
ー
ビ
ス

金

融

小

売

商

業

こ
の
ほ
ど
、本
年
度
の
当
会
議
所
各
部
会
の
事
業
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、次
の
通
り
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

会
員
事
業
所
様
は
、所
属
部
会
以
外
で
も
参
加
・
利
用
で
き
る
事
業
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
事
業
：
所
報
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
８
月
号
に
座
談
会（
６
／
１２
）の
開
催
要
旨
掲
載

◆
視
察
研
修
：
検
討
中（
１１
／
３
〜
４
）

◆
研
修
事
業
：
セ
ミ
ナ
ー
＆
部
会
員
交
流
会（
２
０
２
４
年
１
〜
２
月
）

◆
広
報
事
業
：
所
報
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
５
月
号「
食
品
ロ
ス
問
題　

つ
く
る
責
任
、つ
か
う
責
任
を
考
え
る
！
」

◆
視
察
研
修
：
県
内
の
先
進
工
場・研
究
所
等（
秋
以
降
）

◆
研
修
事
業
：
会
員
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会（
２
０
２
４
年
２
月
）

◆
視
察
事
業
：
先
進
地
商
業
施
設
、先
進
事
例
商
店
街
等（
１０
〜
１１
月
）

◆
研
修
事
業
：
小
売
業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
実
践
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー（
２
０
２
４
年
１
〜
３
月
）

◆
広
報
事
業
：
所
報
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
２
０
２
４
年
２
月
号
に「
中
心
市
街
地
通
行
量・来
街
者
調
査
結
果
」掲
載

◆
広
報
事
業
：
所
報
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
５
月
号「
第
６１
回
静
岡
ホ
ビ
ー
シ
ョ
ー
」、６
月
号「
シ
ズ
オ
カ﹇
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
﹈メ
ッ
セ

２
０
２
３
」、１０
月
号
に
も
の
づ
く
り
講
演
会
の
開
催
要
旨
掲
載

◆
研
修
事
業
：
も
の
づ
く
り
講
演
会（
７
／
21
）

　
　
　
　
　
　

テ
ー
マ「
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
中
小
企
業
は
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
」

◆
視
察
研
修
：
浜
松
科
学
技
術
研
究
振
興
会
＋
県
西
部
地
区
企
業（
１０
〜
１１
月
）

◆
視
察
研
修
：
関
ヶ
原
合
戦
の
日
に
行
く
！
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原・古
戦
場
巡
り
視
察
会（
９
／
１５
）

◆
広
報
事
業
：
所
報
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
９
月
号
に
部
会
特
集
を
掲
載

◆
「
余
ハ
此
處
ニ
居
ル
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
、静
岡
市「
ど
う
す
る
家
康
」活
用
推
進
事
業
等
へ
の
協
力（
通
年
）

◆
広
報
事
業
：
所
報
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
７
月
号　

テ
ー
マ「
物
流
２
０
２
４
年
問
題
」

◆
視
察
事
業
：
最
新
物
流
施
設﹇
羽
田
ク
ロ
ノ
ゲ
ー
ト
﹈（
１１
月
頃
）

◆
中
部
横
断
自
動
車
道
経
済
懇
談
会
ほ
か
各
種
関
係
団
体
等
と
の
連
携・協
力（
通
年
）

◆
研
修
事
業
：
メ
デ
ィ
ア・ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー（
６
／
５
）、動
画
制
作
セ
ミ
ナ
ー（
６
／
３０
）

◆
表
彰
事
業
：
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
３
の
実
施
／
表
彰
式（
１１
／
１7
）

◆
広
報
事
業
：
所
報
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
２
０
２
４
年
３
月
号
に
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
報
告
要
旨
掲
載

◆
広
報
事
業
：
所
報
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
１２
月
号　

テ
ー
マ「
中
小
企
業
に
役
立
つ
経
営
情
報
」

◆
研
修
事
業
：
講
演
会「
２
０
２
４
年
の
経
済
展
望（
仮
題
）」（
２
０
２
４
年
１
月
）

◆
研
修
事
業
：
部
会
員
間
の
交
流
を
深
め
る
セ
ミ
ナ
ー・研
修
事
業（
秋
頃
）

◆
広
報
事
業
：
所
報
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
２
０
２
４
年
１
月
号
に
部
会
特
集
を
掲
載

◆
地
域
活
性
化
事
業
：
第
１２
回
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム（
９
／
５
）

テ―

マ「
清
水
マ
リ
ン
構
想
と
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
活
性
化
に
つ
い
て
」

◆
視
察
研
修
：
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
と
リ
ン
ク
し
た
先
進
地・先
進
事
例
を
予
定（
１１
月
頃
）

◆
広
報
事
業
：
所
報
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
１１
月
号
に
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
要
旨
掲
載
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運行管理者試験（貨物）８月試験に
向けた対策講座を行います。
講座は２種類。両方受講の方は
25％OFF！
7/8（土）一日集中コース
8/5（土）問題演習実践コース
※詳しくは「運行管理者試験対策
　WADACHI」で検索　　

令和5（2023）年度 運行管理者試験（貨物）
対策講座のご案内

社会保険労務士・行政書士事務所 WADACHI
〒422-8067 静岡市駿河区南町3-12 スクウェア・エス801
TEL 054-270-3698　FAX 054-270-3699
https://www.wa-da-chi.jp

7/30（日）13:00～、8/4（金）19:00～、
8/6（日）7:00～　各3,300円（税込）

7/8 一日集中コース8,000円、
8/5 問題演習実践コース8,000円、
両方受講の方は12,000円（税込）

18～21時パルシェ7Fにて開催します（参加費：1人3千円）。
リーダーに必要なスキルや部下育成・チームプレイのポイント
が学べます。毎回、参加者から「もう一度やりたい！」という声が

出るほど、楽しくた
めになる研修です！
お申込みは当社サ
イトかお電話にて。

7/21、26 ゲームリーダー研修 参加者募集！

ゲーム研修の㈱トモノクリエイト
〒422-8036 静岡市駿河区敷地2-9-5
TEL 054-237-6811　FAX 054-237-6811
https://www.tomono-create.com

〈研修体験会〉
1人3,000円
〈企業研修〉
50,000円
＋2,000円（1人につき）
（税込）

ＩＴによりお客様の負担を極限まで減らす税理士事務所です。
お客様の夢や経営課題を共有し「お客様が前向きに高みを目指

して、事業に専念で
きる」明るい未来創
りをお手伝いいたし
ます。起業・融資・節
税・補助金・投資など
力強くサポートさせ
ていただきます。

「ＩＴ×税務会計×補助金＝経営」を
革新させます！

戸越裕介税理士事務所
〒420-0837 静岡市葵区日出町2-1
田中産商第一生命共同ビルディング5階
TEL 054-273-2121　FAX 054-273-2122
https://toc-tax.jp/

大手クラウドファンディングサイ
ト公式パートナーによる充実の
サポートサービスです。
静岡県内訪問可能、夜間・土日祝
でも対応中！オンライン相談30分
3,300円（税込）～ご利用いただ
けます。
7月下旬から８月上旬にかけて
初心者向けセミナー開催！

静岡発！クラファンサポートサービス

㈱未来ｃｒｅａｔｉｏｎ
〒420-0858 静岡市葵区伝馬町1-2 3F-39
TEL&FAX 054-330-1198
https://www.instagram.com/shizuoka.cloud_funding

会 議 所 T O P I C S
　

６
月
１
日（
木
）、関
東
商
工
会
議
所
連
合

会（
会
長
：
小
林
健
東
京
商
工
会
議
所
会

頭
）の『
第
66
回
総
会
』が
静
岡
県
沼
津
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岸
田
会
頭
は
、静
岡
県
商
工
会
議
所
連
合

会
会
長
の
立
場
で
議
長
と
し
て
議
事
を
進
行

し
、２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
や
予
算
な
ど
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、地
域
経
済
への
貢
献
が
顕
著
な
取
り

組
み
や
団
体
を
表
彰
す
る「
ベ
ス
ト
ア
ク
シ
ョン

表
彰
」の
表
彰
式
も
行
わ
れ
、受
賞
し
た
新
産

業
開
発
振
興
機
構（
事
務
局
：
当
会
議
所
）

の
理
事
長
で
あ
る
藤
田
副
会
頭
が
、受
賞
者

を
代
表
し
て
小
林
会
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

関
東
商
工
会
議
所
連
合
会

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

新
産
業
開
発
振
興
機
構
が

ベ
ス
ト
ア
ク
シ
ョ
ン
表
彰
を
受
賞▲新産業開発振興機構理事長として

　謝辞を述べる藤田副会頭
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Sing 2023 JULY 14※インタビュアーの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

本物の南イタリア料理を
東京で

（
文
：
長
田
義
明
、写
真
提
供
：
静
岡
県
東
京
事
務
所
）

南イタリア魚介料理専門店
「ラ・スコリエーラ」共同経営者

深澤 菜月さん

静岡市清水区生まれ。県立清水東高校を経て、成城大学経済学部卒。女性誌
「ＪＪ」「Ｏｇｇｉ」「ＦＲａＵ」「Ｄｏｍａｎｉ」「Ｖｏｇｕｅ」のほか、「サライ」（小学館）、
「ＯＢＲＡ」（講談社）､「ｄａｎｃｙｕ」（プレジデント社）、小学館美術編集部、
書籍出版なども手掛ける。飲食業はアルバイトすら経験がなかったが、長年
茶道を習っていたため“おもてなし”の心で挑戦。現在は『ラ・スコリエーラ』
の女将として奮闘する。茶道歴37年。表千家流茶道教授。

PROFILE

本
場
の
ア
ク
ア
パ
ッ
ツ
ァ

　

大
学
卒
業
後
、出
版
社
に
勤
務
し
た

が
、翌
年
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
。「
Ｊ
Ｊ
」や

「
Ｏ
ｇ
ｇ
ｉ
」な
ど
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
の

記
者・編
集
者
と
し
て
活
動
し
て
い
く

中
で
、いつ
し
か「
食
」と「
イ
タ
リ
ア
」が

得
意
分
野
と
な
り
、食
の
雑
誌『
ｄａｎ

ｃｙ
ｕ
』で
イ
タ
リ
ア
ン
の
ペ
ー
ジ
を
１３
年

ほ
ど
担
当
。１
９
９
６
年
に
は「
イ
タ
リ

ア
ア
ウ
ト
レッ
ト
ガ
イ
ド
」（
小
学
館
）を

執
筆
し
た
。

　
「
私
の
人
生
の
プ
ラ
ン
に
、飲
食
業
と

い
う
の
は
全
く
な
か
っ
た
」そ
う
だ
が
、

取
材
を
介
し
て
知
り
合
っ
た
サ
ル
デ
ー

ニ
ャ
帰
り
で
南
イ
タ
リ
ア
オ
タ
ク
の
シ
ェ

フ
と
、魚
オ
タ
ク
の「
ゆ
う
き
丸
」の
船

長
と
を
ひ
き
会
わ
せ
た
責
任
感
も
手

伝
っ
て
、二
人
が
タ
ッ
グ
を
組
む
新
し
い

店
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と
に
。２
０

０
３
年
、赤
坂
に「
ラ・ス
コ
リ
エ
ー
ラ
」を

オ
ー
プ
ン
、５
月
に
２０
周
年
を
迎
え
た
。

　
「
当
時
の
東
京
に
は
、北
イ
タ
リ
ア
料

理
の
素
晴
ら
し
い
お
店
が
既
に
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
が
、南
イ
タ
リ
ア
と
い
う

と
ま
だ
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
ば
か
り
。私
は
取

材
で
本
物
を
見
つ
け
て
は
紹
介
す
る
の

が
好
き
で
、南
イ
タ
リ
ア
に
も
こ
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
が
あ
る
ん
だ

よ
、と
い
う
こ
と
を
紹
介
し
た
か
っ
た
ん

で
す
」。ま
た
、海
外
の
日
本
料
理
店
で

「
こ
の
地
域
で
は
こ
れ
が
日
本
料
理
と

思
わ
れ
て
い
る
の
か…
、と
暗
た
ん
た
る

新
時
代
の
静
岡
ら
し
さ
を

　

地
方
都
市
の「
プ
チ
東
京
化
」に
は

反
対
す
る
。「
静
岡
は
静
岡
ら
し
い
の
ど

か
な
雰
囲
気
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
。

い
よ
い
よ
世
界
は
、日
本
人
が
先
導
す
る

日
本
時
代
の
幕
開
け
で
す
。和
を
も
っ

て
貴
し
と
な
す
、我
々
の
出
番
だ
と
わ

く
わ
く
し
て
い
ま
す
」。

Natsuki Fukazawa

気
持
ち
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ

た
」と
い
い
、「
自
分
が
イ
タ
リ
ア
料
理

店
を
や
る
の
で
あ
れ
ば
、イ
タ
リ
ア
人
が

認
め
て
く
れ
る
本
物
を
目
指
そ
う
と

思
い
ま
し
た
」。

　

店
は
、イ
タ
リ
ア
人
は
も
ち
ろ
ん
、政

官
財
界
人
か
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ま
で
幅

広
い
客
層
が
利
用
す
る
人
気
店
。看
板

メ
ニュ
ー
の
ア
ク
ア
パッツ
ァ
は
、イ
タ
リ
ア

南
部
の
景
勝
地
ア
マ
ル
フ
ィ
海
岸
の
は

ず
れ
に
あ
る
漁
村
が
発
祥
地
と
い
う
。

「
貝
や
オ
リ
ー
ブ
は
入
れ
ず
、お
魚
の
頭

や
骨
か
ら
出
て
く
る
出
汁
が
勝
負
で

す
。み
な
さ
ん
が
、今
ま
で
食
べ
て
き
た

ア
ク
ア
パッ
ツ
ァ
と
全
然
違
う
、と
感
激

し
て
く
だ
さ
る
の
が
嬉
し
い
で
す
」。

１２
年
に
イ
タ
リ
ア
政
府
、在
京
大
使

館
な
ど
か
ら
、イ
タ
リ
ア
国
内
の
専
門

料
理
店
と
同
じ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
も
て
な

し
、満
足
感
を
提
供
す
る
お
店
の
認
証

を
受
け
た
。
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を
育
て
て
く
れ
た
と
語
り
、ま
さ
に
お
店
を

象
徴
す
る
一
皿
で
す
。写
真
は
、そ
の
オ
ム

ラ
イ
ス
と
デ
ザ
ー
ト
の
盛
り
合
わ
せ
。オ
ム

ラ
イ
ス
は
、極
限
ま
で
柔
ら
か
い
ふ
わ
ふ
わ
の

オ
ム
レ
ツ
と
対
照
的
に
パ
ラ
パ
ラ
に
仕
上
げ
た

ケ
チ
ャ
ッ
プ
ラ
イ
ス
が
奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

絶
妙
。デ
ザ
ー
ト
の
盛
り
合
わ
せ
は
、ガ
ト
ー

シ
ョコ
ラ
、レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
、ア
ー
モ
ン
ド
タ

ル
ト
、プ
リ
ン
、フ
ラ
ン
ボ
ワ
ー
ズ
の
シ
ャ
ー
ベッ

ト
、キ
ャ
ラ
メ
ル
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
並
び
、

見
る
だ
け
で
う
っ
と
り
と
す
る
華
や
か
な
一

皿
。す
べ
て
が
シェフ
の
手
作
り
と
い
う
、同
店

な
ら
で
は
の
味
を
目
当
て
に
通
う
女
性
フ
ァ

ン
が
多
い
と
い
う
話
に
も
う
な
ず
け
ま
す
。

３５
年
間
、こ
の
ま
ち
で
歴
史
を
刻
ん
で
き

た「
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
く
ら
も
と
」。今
年
の
１
月

に
店
舗
の
場
所
が
変
わ
って
も
、変
わ
ら
ぬ
味

と
情
熱
で
今
日
も
こ
の
ま
ち
で
人
々
の
舌
を

唸
ら
せ
て
い
ま
す
。

飾
ら
な
い
フ
レ
ン
チ
大
人
の
老
舗
洋
食
店

ランチ：オムライス1,600円、テキライス 
2,400円、サラダ仕立て牛ヒレステーキライス2,400円、
タラコソーススパゲティー1,900円、人参のムースと
生うに コンソメジュレ添え2,000円 
ディナー：セット、コース各種 3,000円～ ※すべて税込
ドリンク：ワイン各種充実、洋酒各種、ソフトドリンク

昼／11:30～14：30（L.O.14:00）
夜／17:30～21：00（L.O.20:00）
※ご予約優先
定休日／水曜日、第1・第3火曜日

メニュー

営業時間

施設 カウンター席／6名
テーブル席／2名×2卓、4名×2卓
駐車場／なし

所在地 〒422-8067 静岡市駿河区南町１１-１６ 
                          ノイエプラッツ １階
TEL 054-270-6511

倉本 毅氏
オーナーシェフ

GRILL くらもと
グ リ ル

　
「
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
く
ら
も
と
」は
、

Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
南
口
か
ら
石
田
街

道
を
南
に
進
み
静
岡
県
司
法
書

士
会
館
の
手
前
を
西
に
曲
が
っ
た

先
、ノ
イ
エ
プ
ラ
ッ
ツ
１
階
に
あ
り

ま
す
。オ
ー
ナ
ー
シ
ェフ
の
倉
本

毅
さ
ん
が
お
店
を
オ
ー
プ
ン
し
た

の
は
１
９
８
７
年
、以
来
３５
年
間

そ
の
確
か
な
腕
で
人
々
の
心
を

惹
き
つ
け
、大
人
の
老
舗
洋
食
店

と
し
て
フ
ァ
ン
に
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。看
板

メ
ニュ
ー
の
オ
ム
ラ
イ
ス
は
、ま
か
な
い
で
自
分

が
食
べ
る
た
め
に
高
級
な
バ
タ
ー
と
生
ク
リ

ー
ム
を
贅
沢
に
使
っ
て
作
っ
た
の
が
は
じ
ま

り
。思
わ
ぬ
ヒ
ッ
ト
に
、他
の
メ
ニュ
ー
も
自
信

が
あ
る
の
に
、な
ぜ
オ
ム
ラ
イ
ス
ば
か
り
を

注
文
す
る
の
だ
ろ
う
と
不
満
を
感
じ
た
こ
と

も
あ
っ
た
と
倉
本
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
り

ま
す
。し
か
し
、今
で
は
オ
ム
ラ
イ
ス
が
自
分

ＪＲ静岡駅
至東京至名古屋

サンパレスホテル

かどや

セブンイレブン

静岡県司法書士会館

佐藤内科医院

静岡銀行

水の森ビル

石
田
街
道

南口

左：オムライス 1,600円
右：デザート盛り合わせ 1,800円
※手前右は、倉本さんの奥様が営まれる舶来雑貨の店「UIUI」のPRカード。
　（店舗 静岡市葵区紺屋町４-７ TEL＆FAX 054-253-3624）

つ
よ
し
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ＮＨＫ 日本放送協会
メディア総局 チーフプロデューサー

磯 智明（いそ ともあき）氏

徳川みらい学会 2023年度第１回講演会②講演
磯 智明チーフプロデューサーが語る
大河ドラマ「どうする家康」
制作秘話

静岡商工会議所 専門指導員
公認会計士 大川原正記事務所 代表

大川原 正記（おおかわら まさき）氏

事業承継

～財産・税務の視点と経営権の視点で考える～
親族承継か、従業員承継か

Ｍ ｃａｓｅ （エムケース）
オーナーシェフ

増田 慶介（ますだ けいすけ）氏

飲食で人と人との
輪をつなげて

今月のコラム

駿府静岡の歴史 わたしの商工会議所活用法

誌上経営相談 静岡の未来

潮流を読む ＩＴを事例からひも解く

職場のかんたんメンタルヘルス トレンド通信

Camino（カミーノ）
代表

桐生 裕佳（きりゅう ゆか）氏

静岡市清水産業・情報プラザ 創業者育成室

居心地よく快適に過ごすことができる
生活空間づくりをトータルでご提案！

㈱大和総研 金融調査部 主席研究員

内野 逸勢（うちの はやなり）氏

上場企業の企業価値経営の
本質的な意味合いとは

ＩＴ経営マガジン「ＣＯＭＰＡＳＳ」編集長

石原 由美子（いしはら ゆみこ）氏

コインランドリーの
ＤＸを支えた
製造業の経営姿勢

日本メンタルアップ支援機構 代表理事

大野 萌子（おおの もえこ）氏

『やる気』のスイッチを
入れる方法

日経ＢＰ総合研究所 上席研究員

渡辺 和博（わたなべ かずひろ）氏

川上思考、川下思考のすすめ

https://www.shizuoka-cci.or.jp/2023-mcm

https://www.shizuoka-cci.or.jp/2023-cci-usage

https://www.shizuoka-cci.or.jp/2023-s-future

https://www.shizuoka-cci.or.jp/2023-s-history

https://www.shizuoka-cci.or.jp/2023-itcasestudyhttps://www.shizuoka-cci.or.jp/2023-tide

https://www.shizuoka-cci.or.jp/2023-trendhttps://www.shizuoka-cci.or.jp/2023-mentalhealth

徳川みらい学会、全国家康公ネットワーク、駿府城を愛する会、聖一国
師顕彰会などが開催する、徳川時代の知恵や静岡で育まれた貴重な
歴史文化に焦点を当てる講演会・シンポジウム等の要旨を掲載します。

当会議所では、様々な事業を行っております。これらを上手に活用され
ている会員の皆様から、会議所活用法を紹介していただきます。

経営に関する様々な困りごと・お悩みごとに各分野の専門家がＱ＆Ａ
形式で分かりやすく解説いたします。

当会議所青年部 （愛称：静岡ＹＥＧ） のメンバーが企業経営や静岡の
まちづくり、青年部への想いなどについて、率直に語っていただきます。

当会議所報『Ｓｉｎｇ』は、昨年度から従来からの連載記事と日本商工会議所が提供する
各界第一人者によるコラムを掲載しております。

各ＱＲコードから簡単にご希望のコラムをご覧いただけます。



中部総合相談センター

西部総合相談センター

東部総合相談センター

フリーダイヤル 0120-783-507

フリーダイヤル 0120-783-508

フリーダイヤル 0120-783-509

信用保証協会は、中小企業・小規模事業者の皆さまが
融資を受ける際の公的な保証人として金融の円滑化に
努めるとともに、創業や経営発展、事業承継等、各種
ご相談にお応えしています。

あなたの事業を応援するパートナー

保証協会ご利用のメリット

右記にて経営相談実施中。お気軽にご相談ください。

◎無担保でのご利用が可能です。
◎金融機関からの借り入れ枠の拡大が図れます。
◎ニーズに応じた各種保証制度をご利用いただけます。
◎幅広いご相談にお応えします。
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